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寺
宝
を
紹
介
し
た

　
　
　
　 
特
別
号
を
作
り
ま
し
た

善
照
寺
住
職
　
今
　
岡
　
達
　
雄

　
「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」
と

申
し
ま
す
が
、
夕
方
、
川
端
を
散
策

し
て
い
る
と
太
陽
の
沈
む
の
が
日
々

早
く
な
っ
て
い
く
の
が
良
く
わ
か

り
、
何
か
も
の
悲
し
さ
さ
え
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
お
元

気
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
十
一
月
三
日
に
は
市
川
「
市

民
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
お
り
行
徳

駅
周
辺
で
も
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
「
街
回
遊

展
」
と
い
う
市
内
紹
介
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
市

川
地
区
、
大
野
地
区
、
本
行
徳
地

区
、
中
山
地
区
、
本
八
幡
街
地
区
で

回
遊
展
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

十
一
月
二
日
（
土
）
、
三
日
（
日
）

の
二
日
間
、
「
市
民
ま
つ
り
」
と
同

時
に
行
徳
街
回
遊
展
が
開
催
さ
れ
、

善
照
寺
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
善
照
寺
会
場
で
は
、
本
堂
で
寺
宝

を
公
開
し
ま
す
。
ま
た
会
館
で
は
市

内
の
伝
統
工
芸
作
家
の
作
品
が
展

示
・
即
売
さ
れ
ま
す
。
「
江
戸
つ
ま

み
か
ん
ざ
し
」
「
飾
り
煙
管
」
「
木

象
嵌
」
「
木
工
工
芸
」
な
ど
が
展
示

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
に
檀
信
徒
の
皆

様
に
も
善
照
寺
の
寺
宝
を
紹
介
し
て

お
こ
う
と
考
え
、
寺
報
の
特
別
号
を

企
画
し
た
次
第
で
す
。
天
保
年
間

（
一
八
三
○
年
〜
）
に
発
刊
さ
れ
た

『
江
戸
名
所
図
絵
』
と
い
う
本
が
あ

り
ま
す
。
地
誌
風
の
読
み
物
で
い
ま

で
言
う
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

行
徳
に
関
し
て
は
行
徳
四
丁
目
「
行

徳
船
場
」
弁
天
公
園
の
「
辨
財
天

祠
」
「
善
照
寺
の
古
鈴
」
行
徳
三
丁

目
「
八
幡
宮
」
。
行
徳
一
丁
目
「
神

明
宮
」
「
海
巌
山
徳
願
寺
」
「
塩

濱
」
「
甲
宮
」
「
了
極
寺
圓
光
大
師

鏡
御
影
」
の
十
ヶ
所
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
寺
の
数
で
み
る
と
、
善
照

寺
、
円
明
院
、
自
性
院
、
徳
願
寺
、

了
極
寺
の
五
寺
院
で
す
。
善
照
寺
は

江
戸
時
代
後
期
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
載
る
ぐ
ら
い
有
名
な
お
寺
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
江
戸
名
所
図
絵
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

古
鈴
一
口
　
湊
村
靑
暘
山
善
照
寺
と

い
へ
る
淨
刹
に
収
藏
せ
り
。
芝
増
上

寺
に
屬
す
。
開
山
は
覺
譽
上
人
と
號

す
。
慈
覺
大
師
彫
造
の
觀
音
、
湛
慶

の
作
の
焔
王
、
又
法
然
上
人
鑑
御
影

と
稱
す
る
も
の
あ
り
。

　
残
念
な
が
ら
、
先
々
代
今
岡
達
音

上
人
が
善
照
寺
に
入
っ
た
と
き
に

は
、
こ
の
「
古
鈴
」
は
既
に
逸
失
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
幸
い

な
こ
と
に
江
戸
名
所
図
絵
に
書
か
れ

て
い
る
「
聖
観
音
菩
薩
像
」
「
焔
王

（
閻
魔
大
王
）
」
「
法
然
上
人
鑑
御

影
」
は
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他

江
戸
名
所
図
絵
に
は
の
っ
て
い
な
い

寺
宝
も
有
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
寺

宝
の
解
説
を
中
心
に
寺
報
を
お
届
け

致
し
ま
す
。

（
合
掌
　
住
職
記
）



【
縁
　
起
】

　
青
暘
山
慧
日
院
善
照
寺
は
下
総
國

東
葛
飾
郡
八
幡
荘
行
徳
湊
村
の
武
士

で
あ
っ
た
青
山
四
良
兵
衛
正
貞
の
寄

進
に
よ
っ
て
本
蓮
社
覺
誉
上
人
善
照

潮
随
和
尚
に
よ
り
三
縁
山
増
上
寺
の

末
寺
と
し
て
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
寺
号
「
善
照
寺
」
は
増
上
寺

法
主
了
的
大
僧
正
よ
り
、
山
号
「
青

暘
山
」
は
増
上
寺
法
主
遵
誉
上
人
起

屋
大
僧
正
よ
り
、
青
山
と
い
う
姓
に

ち
な
ん
で
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

潮
随
和
尚
は
武
州
小
松
村
の
出
と
い

わ
れ
て
お
り
元
和
七
年
（
一
六
二

一
）
法
然
上
人
自
作
の
座
像
（
鏡
御

影
像
）
を
負
い
関
東
に
下
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　
青
山
四
郎
兵
衛
正
貞
は
相
州
小
田

原
北
条
氏
直
の
家
臣
で
あ
る
青
山
伊

予
守
家
貞
の
四
男
で
あ
る
。
伊
予
守

家
貞
は
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
城
攻
め

に
よ
り
落
人
に
な
り
、
父
青
山
浄
故

入
道
、
家
臣
嶋
田
右
衛
門
、
太
郎
兵

衛
兄
弟
と
共
に
房
州
里
見
の
丸
屋
東

条
に
身
を
寄
せ
よ
う
と
思
い
海
路
安

房
國
を
目
指
し
た
。
し
か
し
風
向
き

悪
く
下
総
國
湊
村
に
流
れ
着
い
た
。

青
山
浄
故
入
道
（
六
四
歳
）
、
伊
予

守
家
貞
（
十
六
歳
）
で
あ
っ
た
。
父

浄
故
入
道
は
健
康
状
態
を
害
し
薬
石

効
な
く
他
界
し
た
た
め
湊
村
に
定
住

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
山
伊
予
守

家
貞
は
浦
安
堀
江
村
の
中
村
騨
生
の

娘
を
妻
と
し
野
武
士
と
な
り
４
人
の

子
を
も
う
け
た
。
善
照
寺
は
四
男
四

郎
兵
衛
正
貞
が
父
伊
予
守
家
貞
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

【
寺
　
宝
】

○
聖
観
音
像

慈
覚
大
師
円
仁(

比
叡
山
延
暦
寺
第

三
代
座
主
八
六
一
年
寂
七
一
歳)

の

作
と
い
わ
れ
る
。
一
九
九
八
年
修

復
。
胎
内
か
ら
願
文
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
が
、
施
主
・
仏
師
名
あ
有
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

○
閻
魔
像
（
焔
王
像
）

　
湛
慶(

鎌
倉
時
代
の
仏
師
、
運
慶

の
子
供)

作
と
い
わ
れ
る
。
一
九
九

八
年
に
修

復
。
胎
内

に
は
願
文

仏
師
名
等

は
発
見
さ

れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
法
然
上
人
像

　
法
然
上
人
ご
自
身
の
作
と
い
わ
れ

る
。
鏡
に
映
し
て
作
っ
た
こ
と
か
ら

鑑
御
影
（
か
が
み
の
み
え
い
）
と
称

し
て
い
る
。
開
山
覺
誉
上
人
が
武
州

小
松
村
か
ら
背
負
っ
て
来
た
も
の
。

○
千
手
観
音
像

行
徳
三
十
三
所
観
音
札
所
は
元
禄
三

年
（
一
六
九
○
）
、
本
行
徳
徳
願
寺

の
十
世
覚
誉
上
人
に
よ
っ
て
開
創
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
覚
誉
上

人
は
観
音
像
三
十
三
体
を
作
り
、
一

体
を
徳
願
寺
に
三
十
二
体
を
三
十

二
ヵ
寺
に
安
置
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
善
照
寺
は
二
十
四
番
札
所
で
、

こ
の
千
手
観
音
が
そ
の
時
安
置
さ
れ
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た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の

観
音
像
で
現
存
し
て
い
る
も
の
は
少

な
い
。
一
九
九
八
年
に
修
復
し
た
。

胎
内
に
は
願
文
も
仏
師
名
も
な
か
っ

た
。

○
大
涅
槃
図

　
お
釈
迦
様
の
入
滅
を
表
し
た
図
。

安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八

○
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
。
施
主
は

青
山
司
郎
兵
衛
。
大
正
二
年
（
一
九

一
三
）
修
復
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

○
観
経
曼
陀
羅

観
無
量
寿
経
の
内
容
を
絵
に
し
て
示

し
た
も
の
。
作
者
は
善
照
寺
十
四
世

神
誉
上
人
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四

二
）
の
作
と
示
さ
れ
て
る
。

○
二
十
五
菩
薩
来
迎
図

善
照
寺
第
三
世
直
誉
（
〜
一
六
七

二
）
代
に
作
ら
れ
た
も
の
。
作
者
未

詳
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
、
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
修
復
。
阿
弥
陀
仏
の

臨
終
来
迎
を
現
し
て
い
る
。

○
利
剣
名
号

阿
弥
陀
仏
の
仏
智
を
鋭
い
剣
に
喩
え

て
『
利
剣
』
と
い
う
。
ま
た
、
南
無

阿
弥
陀
仏
を
書
き
し
め
し
た
も
の
を

名
号
と
い
う
が
、
鋭
い
剣
の
よ
う
な

文
字
で
書
い
た
も
の
を
利
剣
名
号
と

い
う
。
弘
法
大
師
の
作
と
い
わ
れ
て

い
る
。

○
五
智
如
来
像

　
五
智
と
は
法
身
仏
大
日
如
来
の
智

慧
を
表
す
も
の
で
法
界
体
性
智
、
大

円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、

成
所
作
智
の
こ
と
で
あ
る
。
真
言
密

教
で
は
大
宇
宙
の
真
理
を
象
徴
的
な

仏
と
し
て
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
大

日
如
来
で
あ
る
。
大
宇
宙
の
真
理

は
、
智
の
面
を
金
剛
界
大
日
如
来
、

理
の
面
を
胎
蔵
界
大
日
如
来
が
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
日
如
来
は
真
理

そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
直
接
触
れ
る

こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の
働
き
は
種
々

の
仏
を
通
し
て
私
達
に
も
た
ら
さ
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
大
日
如
来
の
智
慧
は
金
剛
界
の
諸

仏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
大
円
鏡
智

（
現
実
世
界
の
全
て
の
も
の
を
映
し

出
す
智
慧
）
は
阿
　
如
来
、
平
等
性

智
（
現
実
世
界
の
全
て
の
も
の
が
平

等
で
あ
る
こ
と
知
る
智
慧
）
は
宝
生

如
来
、
妙
観
察
智
（
現
実
世
界
の
全

て
の
も
の
を
正
し
く
見
極
め
る
智

慧
）
は
阿
弥
陀
如
来
、
成
所
作
智

（
現
実
世
界
の
全
て
の
も
の
を
活
性

化
す
る
智
慧
）
は
不
空
成
就
如
来
、

法
界
体
性
智
（
大
も
と
の
智
慧
、
上

記
四
智
で
示
さ
れ
る
）
は
大
日
如
来

で
示
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
大
日
如

来
を
中
心
に
東
に
阿
　
如
来
、
南
に
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宝
生
如
来
、
西
に
阿
弥
陀
如
来
、
北

に
不
空
成
就
如
来
が
配
置
さ
れ
る
。

善
照
寺
の
五
智
如
来
は
右
か
ら
阿
　

如
来
、
宝
生
如
来
、
大
日
如
来
、
阿

弥
陀
如
来
、
不
空
成
就
如
来
と
な
っ

て
い
る
。
特
徴
は
下
表
の
通
り
。
光

背
（
仏
様
の
後
ろ
舟
形
し
た
も
の
）

の
最
上
部
に
は
各
仏
様
を
示
す
マ
ー

ク
（
種
子
）
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

 

善
照
寺
の
五
智
如
来
は
、
當
寺
開

基
の
青
山
四
郎
兵
衛
正
貞
の
子
息
で

あ
る
、
青
山
四
郎
兵
衛
吉
貞
に
よ
っ

て
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
二
月

十
五
日
に
青
山
家
有
縁
の
諸
霊
の
供

養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

元
は
善
照
寺
墓
地
の
中
央
に
安
置
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成
二
年
（
一
九
九

○
）
二
月
墓
地
整
理
の
た
め
に
現
在

地
に
遷
座
し
た
。
大
日
如
来
光
背
背

面
に
左
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

○
梵
鐘

　
鐘
楼
棟
札
に
拠
れ
ば
、
鐘
楼
梵
鐘

と
も
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
二
月

十
二
日
に
造
営
さ
れ
た
。
そ
の
後
鐘

楼
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
五

月
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月

に
改
修
さ
れ
て
い
る
。

　
梵
鐘
は
当
寺
第
二
十
世
根
誉
代
に

太
平
洋
戦
争
戦
時
供
出
に
よ
り
逸
失

し
た
。
現
在
の
梵
鐘
は
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
に
、
同
第
二
十
世
根

誉
上
人
が
新
鋳
造
し
た
も
の
で
あ

る
。
鋳
造
師
は
人
間
国
宝
香
取
正
彦

師
で
あ
る
。
百
二
十
貫
。
梵
鐘
の
撞

座
（
鐘
を
つ
く
場
所
）
は
通
常
二
ヶ

所
で
あ
る
が
、
こ
の
鐘
は
四
ヶ
所
と

特
殊
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
梵
鐘
に
は
序
文
、
銘
文
が
鋳

込
ま
れ
て
い
る
。
通
常
序
文
は
散
文

形
式
（
通
常
の
漢
文
）
で
書
き
、
銘

文
を
韻
文
形
式
（
韻
を
践
ん
だ
漢

詩
）
で
書
く
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の

梵
鐘
で
は
全
て
韻
文
形
式
で
書
か
れ

て
い
る
。
序
文
、
銘
文
は
善
照
寺
二

十
世
今
岡
正
道
上
人
の
作
、
揮
毫
は

清
岸
寺
中
村
恭
祐
上
人
で
あ
る
。

○
漢
語
燈
録

　
宗
祖
法
然
上
人
が
お
書
き
に
な
っ

た
も
の
を
集
め
た
も
の
文
集
を
『
燈

録
』
と
呼
ん
で
い
る
。
法
然
上
人
入

滅
後
六
十
二
〜
三
年
を
経
て
収
集
さ

れ
た
も
の
で
、
和
文
で
書
か
れ
た
も

の
を
和
語
燈
録
、
漢
文
で
書
か
れ
た

も
の
を
漢
語
燈
録
と
呼
ん
で
い
る
。

和
語
燈
録
は
一
三
二
一
年
に
刊
行
さ

れ
た
が
、
漢
語
燈
録
は
一
七
一
五
年

に
刊
行
さ
れ
る
ま
で
専
ら
書
写
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
一
七
一

五
年
義
山
上
人
に
よ
っ
て
知
恩
院
か

ら
刊
行
さ
れ
た
漢
語
燈
録
は
義
山
上

人
の
大
幅
な
校
訂
を
経
た
も
の
で
、

こ
れ
以
降
の
も
の
を
義
山
本
、
以
前

の
も
の
を
古
本
（
恵
空
本
）
と
呼
ん

で
い
る
。
古
本
書
写
本
は
浄
土
真
宗

大
谷
大
学
の
大
谷
本
と
、
善
照
寺
所

蔵
の
善
照
寺
本
の
二
つ
し
か
現
存
し

て
い
な
い
。

仏　　　　種子    智慧        方位   持物　 手印契
アシュク

ホウショウ

ダイニチ

アミダ

フクウジョウジュ

阿　如来  　   大円鏡智  東(右) 金剛　触地印

宝生如来      平等性智   　南     宝　　与願印

大日如来 　   法界体性智　 中心　 五鈷　智拳印

阿弥陀如来 　   妙観察智　　 西　　 蓮華　定印

不空成就如来 　   成所作智　　 北(左) 羯磨　施無畏印

當
寺
開
山
覚
誉
上
人
代

下
総
國
東
葛
飾
郡
八
幡
荘
行
徳
湊
村

　
　
　
　
　
　
　
青
山
四
郎
兵
衛
吉
貞

造
立
五
智
石
像
為
百
億
万
遍
念
佛
供
養
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「
お
ま
え
た
ち
の
中
で
、
本
当
に
阿

弥
陀
さ
ま
を
信
じ
ら
れ
る
者
は
、
お

る
か
」

　
そ
の
指
導
員
の
言
葉
に
、
誰
ひ
と

り
手
を
挙
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
確
か
に
そ
れ
ま
で
の
一
週
間
、
阿

弥
陀
さ
ま
に
関
す
る
こ
と
を
た
く
さ

ん
学
び
ま
し
た
。
は
る
か
昔
、
法
蔵

菩
薩
が
い
た
こ
と
。
念
仏
す
る
者
を

救
う
と
お
誓
い
に
な
っ
て
、
阿
弥
陀

さ
ま
と
な
ら
れ
た
こ
と
。
だ
か
ら
私

た
ち
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念

仏
を
と
な
え
れ
ば
、
死
後
は
阿
弥
陀

さ
ま
の
国
「
極
楽
浄
土
」
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ
こ
で
永

遠
の
や
す
ら
ぎ
を
悟
ら
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
。

　
す
べ
て
、
お
と
ぎ
話
と
し
か
受
け

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
死
ん
だ

ら
細
胞
の
栄
養
が
な
く
な
っ
て
、
脳

の
働
き
も
止
ま
り
、
分
解
さ
れ
て
な

く
な
る
の
で
す
。

「
ま
あ
、
安
心
し
た
。
そ
ん
な
に
す

ぐ
に
阿
弥
陀
さ
ま
を
信
じ
ら
れ
た

ら
、
こ
っ
ち
も
驚
く
な
」

　
そ
し
て
、
仏
前
で
南
無
阿
弥
陀
仏

を
合
唱
し
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
立
っ

た
り
座
っ
た
り
を
繰
り
返
す
、
一
時

間
の
礼
拝
（
ら
い
は
い
）

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
汗

だ
く
に
な
り
、
足
も
が
く

が
く
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
結
局
、
阿
弥
陀
さ
ま

を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。
　

　
僧
侶
の
修
行
は
ど
う
し

て
も
、
お
経
の
読
み
方
な

ど
の
技
術
に
注
目
が
置
か

れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

阿
弥
陀
さ
ま
を
信
じ
る
と

い
う
課
題
が
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
幸
い
で
し
た
。

　
研
究
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
時
々

考
え
ま
し
た
。
し
か
し
ど
う
に
か
し

て
阿
弥
陀
さ
ま
を
信
じ
な
く
て
は
、

と
い
う
思
い
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
や
浄

土
に
つ
い
て
理
屈
を
こ
ね
回
す
こ
と

に
終
始
し
て
い
ま
し
た
。

　
話
は
二
年
半
後
。
三
回
目
の
夏
は

知
恩
院
。
暑
い
京
都
の
夏
で
し
た

が
、
先
生
た
ち
の
講
義
を
熱
心
に
聞

く
余
裕
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
先
生
方
の
中
で
も
、
話
の
端
々
か

ら
ご
信
心
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
た
私
は
、

「
阿
弥
陀
さ
ま
が
信
じ
ら
れ
な
く
て

も
い
い
。
阿
弥
陀
さ
ま
を
信
じ
る
こ

と
を
勧
め
て
い
る
、
法
然
上
人
と
い

う
人
間
を
、
信
じ
て
み
よ
う
」
と
い

う
思
い
に
到
っ
た
の
で
す
。

　
法
然
上
人
の
お
言
葉
の
中
で
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
「
自
分
は
ま
ち
が

い
な
く
極
楽
に
往
生
す
る
（
決
定
往

生
＝
け
つ
じ
ょ
う
お
う
じ
ょ
う
）
と

い
う
気
持
ち
で
お
念
仏
を
唱
え
な
さ

い
」
と
い
う
お
言
葉
で
す
。

　
私
は
「
決
定
往
生
」
の
気
持
ち
に

な
ろ
う
と
し
て
念
仏
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
知
恩
院
に
い
た
三

週
間
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
念
仏
を

続
け
ま
し
た
が
、
決
定
往
生
の
気
持

ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
年
の
冬
は
、
浄
土
宗
の
僧
侶

を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
伝
統
儀
式
の

た
め
、
研
究
を
中
断
し
て
芝
の
増
上

寺
に
三
週
間
こ
も
り
ま
し
た
。

　
講
義
は
ひ
と
つ
も
な
く
、
大
昔
に

決
め
ら
れ
た
こ
と
を
た
だ
行
う
三
週

間
で
し
た
。
私
は
、
決
定
往
生
の
思

い
に
な
り
き
れ
な
い
ま
ま
、
た
だ
念

仏
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
や
は
り
、
決
定
往
生
と

い
う
思
い
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
ま
ま
、
戒
を
授
か
り
、
教

え
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
な
っ
て
、

私
は
一
人
前
の
僧
侶
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
法

然
上
人
の
教
え
を
ほ
ん
と
う
に
受
け

継
い
で
い
る
と
は
、
お
世
辞
に
も
言

え
な
い
ま
ま
の
私
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
師
僧
や
母
を
は
じ
め
、

お
檀
家
の
み
な
さ
ん
も
、
私
が
「
一

人
前
」
に
な
っ
た
の
を
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
、
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
修
行
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
で

す
。
信
じ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

始
め
た
の
は
、
も
っ
と
後
で
し
た
。

（
副
住
職
　
達
彦
）

お
山
で
の
修
行
（
二
）
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編
　
集
　
後
　
記

　
あ
ま
り
広
く
一
般
に
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
浄
土
宗
で
は
仏
式
結

婚
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
私
の

友
人
が
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
で
結

婚
式
を
行
い
、
私
も
参
列
致
し
ま
し

た
。
偶
然
で
は
な
く
、
選
び
選
ば
れ

て
結
ば
れ
た
縁
を
阿
弥
陀
如
来
に
感

謝
す
る
。
そ
し
て
、
生
涯
の
伴
侶
と

な
る
こ
と
を
如
来
の
前
で
誓
い
合

う
。
さ
ら
に
、
仏
教
徒
と
し
て
、
ま

た
念
仏
者
と
し
て
共
に
生
き
て
ゆ
く

と
い
う
誓
い
を
、
如
来
の
前
で
誓

う
。
仏
式
結
婚
式
の
厳
か
さ
と
華
や

か
さ
の
中
で
夫
婦
と
な
る
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
二
人
の
清
ら
か
な
姿
が
と

て
も
心
に
染
み
入
り
ま
し
た
。

　
実
は
私
達
副
住
職
夫
婦
も
二
年
前

に
増
上
寺
で
結
婚
式
を
行
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
増
上
寺
の
阿
弥
陀

如
来
に
お
念
仏
を
し
て
、
そ
の
あ
た

た
か
い
お
顔
を
拝
見
し
な
が
ら
、
誓

い
を
立
て
た
日
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま

す
、
と
心
の
中
で
そ
っ
と
報
告
し
ま

し
た
。
合
掌
（
副
住
職
室
久
美
英
）

　
行
徳
観
音
札
所
に
は
各
札
所
（
寺

院
）
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
歌
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
第
廿
四
番
で

あ
る
善
照
寺
に
は
、
右
に
あ
る
二
首

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

詩
歌
も
「
阿
弥
陀
様
の
教
え
」
と
寺

の
名
称
で
あ
る
「
善
照
寺
」
を
巧
み

に
組
み
入
れ
た
秀
作
で
す
。

　
今
回
は
、
寺
宝
を
特
集
し
ま
し

た
。
こ
の
善
照
寺
に
は
宝
物
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
代
々
の
住

職
は
そ
の
宝
を
守
り
続
け
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
お
陰
で
保
存
状
態
も
良

く
皆
様
に
寺
宝
を
紹
介
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
四
百
年
の
歴
史
の
重

さ
を
感
じ
ぜ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
に
は
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
善
照
寺
に
は
も
う
一

つ
大
切
な
寺
宝
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
善
照
寺
の
檀
信
徒
お
皆
様
で
す
。

寺
を
守
ろ
う
す
る
皆
様
方
の
お
力
な

し
に
は
宝
を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
ら
で
す
。

　
こ
の
歌
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
そ
し

て
今
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
阿
弥
陀
様
の
教
え
・
法

然
上
人
の
お
念
仏
の
教
え
を
伝
え
、

独
り
残
ら
ず
そ
の
光
で
救
わ
れ
る
寺

で
あ
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を

給
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し
て

特
集
の
最
後
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
　
　
善
照
寺
第
廿
一
世
進
誉
達
雄

事
　
業
　
報
　
告

大
施
餓
鬼
会
　
八
月
十
七
日
、
法
話

に
林
田
康
順
師
を
お
迎
え
し
て
奉
修

し
ま
し
た
。
大
勢
の
参
加
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

法
伝
寺
様
本
堂
落
慶
式
　
十
月
十
四

日
お
隣
の
法
伝
寺
様
で
本
堂
落
慶
式

が
行
わ
れ
、
当
善
照
寺
本
堂
で
御
回

願
の
後
、
お
練
り
行
列
が
出
発
し
ま

し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
大
本
山
増
上

寺
御
法
主
、
大
本
山
清
浄
華
院
御
法

主
の
ご
臨
席
の
も
と
、
盛
大
な
落
慶

法
要
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
訃
　
報

　
お
盆
以
降
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

檀
信
徒
の
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

皆
様
も
ご
一
緒
に
冥
福
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。

八
月
七
日
　
古
谷
ふ
み
子
様

　
　
喪
主 
蒲
田
本
町
古
谷
　
一
様

十
月
五
日
　
高
山
　
芳
純
様

　
　
喪
主 

駅
前
四
　
高
山
初
恵
様

す
く
　
　
　    

よ
く
て
ら
す

あ
わ
れ
み
の
大
慈
大
悲
の
ち
か
い
に
は
　
も
ら
さ
で
よ
よ
ぞ
て
ら
す
寺
か
な

（
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
で
あ
る
本
願
に
あ
る
よ
う
に
、

                    

誰
一
人
漏
ら
さ
ず
救
い
の
光
で
善
く
照
ら
し
出
す
寺
で
あ
る
よ
）

光
明
は
す
が
た
に
影
の
そ
う
ご
と
く
　
直
な
る
人
を
善
照
て
ら

（
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
光
は
人
の
姿
に
影
が
寄
り
添
っ
て
い
る
よ
う
に

                                          

素
直
な
人
々
を
善
く
照
ら
し
出
す
）


